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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

冷凍空調工業会（JRAIA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規

格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規

格である。 

これによって，JIS C 9220:2011 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 C 9220：2018 
 

家庭用ヒートポンプ給湯機 

Residential heat pump water heaters 

 

序文 

この規格は，2011 年に制定され，その後，JIS 制定時に顕在化していなかった主に試験実施における課

題，JIS 制定以降に新たに開発され製品化された商品の評価及び省エネルギー機能の適正な評価に対応す

るために改正した。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，主に家庭における入浴，洗面などに用いる温水の供給設備用に設計・製造した給湯機であ

って，二酸化炭素（CO2）又はハイドロフルオロカーボン（HFC）を冷媒として用いた電動圧縮式・空気

熱源方式のヒートポンプ，貯湯タンク，制御機器，リモコンなどで構成する家庭用ヒートポンプ給湯機（以

下，給湯機という。）について規定する。ただし，次に示すものは除く。 

a) CO2 を冷媒として用いるものであって，次のいずれかに該当するもの。 

－ 一つの冷媒循環系統の呼び冷凍能力が 11.58 kW 以上のもの。 

－ 分離形のものであって，ヒートポンプユニットと貯湯ユニットとを冷媒配管で接続するもの。 

b) HFC を冷媒として用いるものであって，次のいずれかに該当するもの。 

－ その HFC の冷媒が不活性でないもの。 

－ その HFC の冷媒が毒性をもつもの。 

－ 温度 35 ℃における飽和蒸気圧が 3 MPa を超えるもの。 

－ 一つの冷媒循環系統の呼び冷凍能力が 19.3 kW 以上のもの。 

c) 貯湯タンクをもたないもの。 

d) この規格の試験において，電力以外の熱源を併用するもの。 

なお，この規格で用いる圧力の単位は，特に規定のない限りゲージ圧力をいう。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格のうちで，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）

は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS A 1718 浴槽の性能試験方法 

JIS B 8240:1986 冷凍用圧力容器の構造 

JIS B 8265:2003 圧力容器の構造－一般事項 

JIS B 8414 温水機器用逃し弁 


